
一
　
前
書
き

　

こ
こ
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
の
他
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
、
す
な
わ

ち
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
カ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
国
際
私
法
立
法
に
つ

い
て
概
観
す
れ
ば
、
そ
こ
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
立
法
形
式
は
、
国
際
私
法
規
定
を
民
法
典
中
と
家
族
法
典
中
と
に
分
散
し
て
置

く
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
定
型
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
家
族
法
が
独
立
し
た
法
分
野
で
あ
る
と
解
す
る
ソ
ビ

エ
ト
法
理
論
上
の
見
解
が
そ
れ
ら
の
立
法
化
に
お
い
て
支
配
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
規
定
の
内

容
の
点
に
お
い
て
も
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
後
に
形
成
さ
れ
た
独
立
国
家
共
同
体
構
成
諸
国
の
間
に

お
け
る
モ
デ
ル
法
を
模
範
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
各
国
新
立
法
に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
上
記
諸
国
の
中
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
民
法
典
中
に
は
国
際
私
法
規
定
は
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
同
様
に
、
一
九
九
八
年
七
月

一
六
日
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
民
法
典
中
に
も
、
国
際
私
法
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
同
共
和
国
の
国
際
私
法
規
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定
は
、
そ
の
家
族
法
典
中
に
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
（Bergm

ann/Ferid/H
enrich, Internationales Ehe- und K

indschaftsrecht, 

150. Lieferung, 2003, S.14.

）。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
後
に
お
い
て
も
新
し
い
家
族
法
典
は
制
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
基

本
的
に
は
、
一
九
六
九
年
一
二
月
二
五
日
の
婚
姻
家
族
法
典
（
一
九
七
〇
年
五
月
一
日
施
行
）
が
修
正
さ
れ
て
施
行
さ
れ
て
き
た
。
現
在

に
至
る
ま
で
の
間
に
、
家
族
法
典
は
幾
度
か
の
改
正
を
経
て
い
る
が
、
国
際
私
法
規
定
の
改
正
に
限
っ
て
言
え
ば
、
一
九
八
〇
年
五
月

二
〇
日
の
法
律
に
よ
る
改
正
を
経
て
、
漸
く
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
八
日
に
大
幅
な
改
正
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
が
二
〇
〇
二
年
四
月

一
四
日
に
発
効
し
て
現
行
法
に
至
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
見
て
、
同
共
和
国
に
お
け
る
国
際
私
法
立
法
の
整
備
は
緩
慢
で
あ
る
。

　

現
行
家
族
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
が
規
律
の
対
象
と
し
て
い
る
法
律
関
係
は
、
婚
姻
の
成
立
、
婚
姻
の
解
消
、
親
子
関
係
の
確

認
、
養
子
縁
組
、
後
見
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
一
般
規
定
と
し
て
、
身
分
行
為
の
登
録
、
外
国
身
分
証
書
の
承
認
、
外
国
法
の
適

用
に
お
け
る
特
別
公
序
、
渉
外
家
族
法
関
係
の
規
律
に
お
け
る
条
約
の
優
位
等
に
関
す
る
若
干
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

諸
規
定
の
殆
ん
ど
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
法
の
適
用
に
関
わ
る
一
方
的
抵
触
規
定
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
今
な
お
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代
を
引
き
摺
っ
て
い
る
。

二
　
邦
訳

　

以
下
に
お
い
て
訳
出
し
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
八
日
に
改
正
さ
れ
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
婚
姻
家
族
法
典
中
の
国
際

私
法
規
定
で
あ
る
。
そ
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
主
と
し
て
、Bergm

ann/Ferid/H
enrich, a. a. O

., S.53ff. 

に
所
載
の
独
語
訳
に
依

拠
し
た
。
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ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
婚
姻
家
族
法
典
（
抄
）

（
一
九
六
九
年
一
二
月
二
五
日
成
立
）

一
九
八
〇
年　

五
月
二
〇
日
改
正

二
〇
〇
二
年　

三
月
二
八
日
改
正

第
二
章
　
婚
姻

　
第
三
節
　
婚
姻
挙
行
の
規
則
及
び
要
件
　

第
一
四
条
　
婚
姻
挙
行
の
規
則

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
は
、
夫
婦
の
財
産
的
権
利
及
び
義
務
、
並
び
に
、
離
婚
の
場
合
に
お
け
る
子
を
養
育
す
る
責
任
が
約
定
さ

れ
た
婚
姻
契
約
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
外
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
と
婚
姻
を
挙
行
す
る
も
の
と
す
る
。
婚
姻
契
約
は
、
そ
れ
が
婚
姻

当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
か
つ
、
登
録
事
務
所
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
後
、
有
効
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
外
国
国
民
又
無
国
籍
者
と
の
婚
姻
の
挙
行
は
、
申
立
て
を
付
託
し
て
三
か
月
間
の
満
了
後
に
完
成
さ
れ

る
も
の
と
し
、
場
合
に
よ
り
、
当
該
期
間
は
六
か
月
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
条  

婚
姻
挙
行
の
要
件

　

・
・
・
・
・
・

  

外
国
国
民
又
無
国
籍
者
と
の
婚
姻
の
挙
行
の
た
め
、
本
条
の
第
一
項
に
指
示
さ
れ
た
要
件
に
加
え
て
、
離
婚
の
場
合
に
お
け
る
未
成

年
の
子
の
た
め
の
保
証
の
提
供
の
た
め
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
家
保
証
機
関
の
福
祉
口
座
へ
五
万
ド
ル
以
上
の
保
証
料
の
支
払
い
、

外
国
国
民
又
無
国
籍
者
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
領
域
に
お
け
る
一
年
以
上
に
亘
る
居
住
期
間
、
及
び
、
私
的
な
生
活
空
間
の
入
手
が
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要
求
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
六
条  

婚
姻
年
齢

　

外
国
国
民
又
無
国
籍
者
と
婚
姻
を
挙
行
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
に
つ
い
て
の
婚
姻
年
齢
は
、
一
八
歳
に
確
立
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。

　

・
・
・
・
・
・

第
五
章
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
家
族
法
の
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
へ
の
適
用 

外
国
家
族
法
及
び
国
際
条
約
の
適
用

　
第
二
二
節
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
家
族
法
の
外
国
国
民
又
は
無
国
籍
者
へ
の
適
用

第
二
一
三
条  

外
国
国
民
又
無
国
籍
者
の
家
族
関
係
及
び
婚
姻
関
係
に
お
け
る
権
利
及
び
義
務

　

家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
い
、
外
国
国
民
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
同
一
の
家
族
関
係
及

び
婚
姻
関
係
に
お
け
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
特
別
の
例
外
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
依
っ
て
定
め
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
恒
久
的
に
居
住
す
る
無
国
籍
者
は
、
家
族
関
係
及
び
婚
姻
関
係
に
お
い
て
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
平

等
な
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
四
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
外
国
国
民
と
の
婚
姻
及
び
外
国
国
民
の
外
国
国
民
と
の 

婚
姻
の
挙
行
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ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
外
国
国
民
と
の
婚
姻
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
っ
て
完
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

外
国
国
民
の
外
国
国
民
と
の
婚
姻
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
領
事
館
に
お
い
て
登
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
五
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
行 

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
婚
姻
の
通
知

  

家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
い
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国

民
の
婚
姻
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
領
事
館
に
お
い
て
登
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
間
の
婚
姻
、
又
は
、
外
国
国
民
と
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
の
間
の
婚
姻
が
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

外
に
お
い
て
、
当
該
国
家
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
婚
姻
の
法
原
則
を
遵
守
し
て
登
録
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
婚
姻
は
、
本
法
典
第

一
五
条
な
い
し
第
一
七
条
、
第
四
五
条
か
ら
生
じ
る
障
碍
が
な
い
限
り
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

  

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
、
然
る
べ
き
国
家
の
法
律
に
従
っ
て
締
結
さ
れ
た
外
国
人
の
間
の
婚
姻
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
六
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
外
国
国
民
と
の
間
及
び
外
国
国
民
の
間
の
婚
姻
の
解
消 

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
離
婚
の
通
知

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
外
国
国
民
と
の
間
、
及
び
、
外
国
国
民
の
間
の
婚
姻
の
解
消
は
、
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
と
外
国
国
民
と
の
間
の
婚
姻
の
解
消
は
、
離

婚
の
当
時
、
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
た
と
き
、
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
、
個
別
の
国
家
の
法
律
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
間
の
離
婚
は
、
離
婚
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の
当
時
、
夫
婦
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
た
と
き
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
効
な
も
の

と
見
做
さ
れ
る
。

第
二
一
七
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
親
子
関
係
の
確
認 

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
親
子
関
係
の
通
知

　

親
子
関
係
の
確
認
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
親
子
の
国
籍
及
び
そ
れ
ら
の
者
の
居
所
地
に
拘
わ
ら
ず
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
の
立
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
依
れ
ば
、
登
録
事
務
所
に
よ
る
親
子
関
係
の
確
認
が
許
さ
れ
る
場
合
に
は
、
子
の
両
親
は
、
そ
れ
ら

の
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
と
き
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従

い
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
へ
申
し
立
て
る
権
利
を
有
す
る
。

第
二
一
八
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
住
む
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
子
の
養
子
縁
組 

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
外
国
国
民
に
よ
る
子
の
養
子
縁
組
及
び
外
国
国
民
で
あ
る
子
の
養
子
縁
組

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
子
の
養
子
縁
組
は
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
い
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

養
親
が
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
な
い
と
き
、
そ
の
者
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
子
を
養
子
と
す
る
た
め
の
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
教
育
省
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
教
育
省
か
ら
の
然
る
べ
き
養
子
縁
組
の
許
可
を
も
っ
て
、
子
が
住
む
国
家
の
官
庁
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
子
の
養
子
縁
組
も
、
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

  

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
外
国
国
民
に
よ
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
た
る
子
の
養
子
縁
組
、
及
び
、
外
国
国
民
た
る
子
の
養
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子
縁
組
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
外
国
国
民
に
よ
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
た
る
子
の
養
子
縁
組
は
、
都
市
地
区
、
又
は
、
個
々
の

場
合
の
都
市
に
お
け
る
地
区
の
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
許
可
を
も
っ
て
、
本
法
典
第
一
二
節
（
後
記
訳
者
注
参
照
）
に
定
め
ら
れ
た
諸
原
則

に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
九
条
　
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
国
民
又
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
外
国
国
民
に
対
す
る
受
託
（
後

見
）
の
設
定 

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
に
対
す
る
受
託
（
後
見
）
の
通
知

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
未
成
年
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
、
行
為
無
能
力
者
又
は
制
限
能
力
を
有
す
る
国
民
、

並
び
に
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
居
住
し
て
い
る
外
国
国
民
に
対
す
る
受
託
（
後
見
）
は
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
の
立
法
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
に
対
す
る
受
託
（
後
見
）
で
あ
っ
て
、
然
る
べ
き
国
家
の
法
律

に
従
う
も
の
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
が
設
定
さ
れ
た
受
託
（
後
見
）
又
は
そ
の
通
知
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
な
い
限

り
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
け
る
然
る
べ
き
国
家
の
立
法
に
従
う
受
託
（
後
見
）
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
効
な
も
の

と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
二
〇
条  

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
身
分
行
為
の
登
録

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
居
住
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の
身
分
行
為
の
登
録
は
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
い
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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関
係
当
事
者
が
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
で
あ
る
と
き
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
領
事
館
に
お
け
る
身
分
行
為
の
登
録
を
通
じ
て
、
ト

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
二
一
条
　
外
国
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
身
分
証
書
を
証
明
す
る
文
書
の
通
知

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
外
に
お
い
て
然
る
べ
き
国
家
の
法
律
に
従
っ
て
締
結
さ
れ
た
身
分
行
為
を
証
明
す
る
文
書
で
あ
っ
て
、
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
国
民
、
外
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
と
の
関
連
に
お
い
て
、
外
国
の
権
限
を
有
す
る
官
庁
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
は
、

領
事
館
に
よ
る
認
証
が
あ
る
と
き
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
効
な
も
の
と
見
做
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
三
節
　
外
国
家
族
法
及
び
国
際
条
約
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
適
用

第
二
二
二
条
　
外
国
法
及
び
国
際
条
約
の
適
用

　

家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
外
国
の
法
律
の
適
用
、
及
び
、
当
該
法
律
に
基
づ
く
身
分
行
為
の
通
知
は
、
当
該
適
用
又
は
通
知
が
国
家

の
政
治
制
度
上
の
原
則
と
矛
盾
す
る
と
き
、
行
な
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
国
際
条
約
が
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
規
定
と
は
別
の
規
定
を

定
め
て
い
な
い
限
り
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
従
い
、
国
際
条
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

　

同
一
の
規
則
は
、
国
際
条
約
が
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
は
別
の
規
定
を
定

め
て
い
な
い
限
り
、
家
族
及
び
婚
姻
に
関
す
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
立
法
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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＊　
（
訳
者
注
）　

第
一
二
節　

養
子
縁
組

�

―
か
さ
は
ら　

と
し
ひ
ろ
・
法
学
部
教
授
―
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